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Pub.から 1992年に出版) 20 










































































































































































































































θY X: activator (Dy > Dx i 


































































































三=EAーが12川 2九は (5a) 
ゴ-)レドストンモード
ωyZ=灯 2o-h2O-IAI2 






併は c-ディレクターのx-y面内の方位角、 Kは弾性係数、 hは外場(磁場)、 yは回転粘性係数
を表す。また、 g，cはある係数である 6)。このように液晶では OR(オブリクロー ノレ)かNR(ノ
ーマルローノレ)領域かでソフトモード乱流が異なる。この Nikolaevskii方程式の数理的理解に
ついては、関連する KS方程式と共に、現在、盛んに研究が行われている 16-22)。
さて上述したように液晶のソフトモード乱流には大きく 2種類の領域、 NR領域と OR領域、
があり、その間の転移はXYモデル系に見られるコスタリッツ・サウレス (Kosterlitz-Thouless: 
KT)転移に類似している。液品では、双方ともソフトモード乱流であるが、転移点をはさんで欠











































































































さて、 (6)の反応式を図 19にしたがって反応過程 (STEP1) と沈殿過程 (STEP2)の 2つの
ステップに分けて考え、方程式にすると次のようになる。ここでdは沈殿量でPは沈殿率である。
r = k，avペbVB - k2cvc 
dα= -v ，rキD がー-αdt ~ ~ 
JLb=-vnr+DnV2b 
























































































p=字[dR州 (x，R，t) (11) 
となる。ここでf(x，R，t)はxにおける粒子の分布関数であり、次の連続の式に従う。
θdR -f(x，R，t)+-Lf(x，Rt)=O 札2)
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a.国際 10-20法による電極配置 b.引き込み現象(上):無刺激、(下):周期光刺激 10Hz
?? ?っ ?
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